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から 2000 年の間に MDS と診断された 15 歳以下の患者のデータを 234 施設の小児血液専門医から
後方視的に集めた。報告された 277 例の小児 MDS 患者のうち 255 例で染色体分析の結果が得られ
た。FAB 分類による病型別の患者数は、不応性貧血(RA)及び鉄芽球性不応性貧血(RARS)67 例(24%, 
RARS は 1例のみ)、芽球増加型不応性貧血(RAEB) 51 例(18%)、移行期芽球増加型不応性貧血(RAEBt) 




発した Constitutional predisposition の３つに分けると、諸外国では二次性が 5%程度であった
のに比べ、日本では 22％と頻度が高かった。Cox 比例ハザード解析による多変量解析では FAB 分
類、発症年齢、性は予後と有意な相関はなく、発症原因は予後と相関があったが、染色体所見に
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